
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5月 24日（日）付けの福島民報に興味深い記事が載っていました。ダニエル・デフォー作「ロビンソン・

クルーソー」の読み方について紹介したものです。同作は、船が難破し無人島に打ち上げられた主人公クル

ーソーの 28年間に及ぶサバイバル生活を描いています。1719年に出版され、発表直後から大評判となりま

した。多くの読まれ方がなされた中で、作家の中村邦生さんは、フランツ・カフカ（小説家）の解釈に注目

しました。以下は新聞からの抜粋です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この記事を読み、現在にも通じるものがあると思いました。新型コロナウイルス感染症が拡大し、私達は

不自由な生活を強いられていますが、この生活から解放されることだけを考えていると、期待が裏切られた

ときの失望も大きくなります。それよりも、こうした現実の中だからこそできることを考えたり、思わぬ発

見や工夫を共有したりしながら、新しい学び方や生活の仕方を生み出していくことが大切なのではないかと

思いました。 

ちなみにこの新聞記事のタイトルは、「危機の時代に探究心を」です。本校が目指す教育目標とも合致し

ています。「新しい日常」の探究を通して、転んでもただでは起きないたくましい生徒の育成をめざしてい

きたいと思います。 
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【教育目標】 自律 探究 協働 
◆ 自ら考え、判断し、行動する 

◆ 真理を求めて深く学び続ける 

◆ 目的意識を持ち多様な人々と協力する 

 

【重点目標】 自己を振り返り、学びをつなぐ生徒 

「ロビンソン・クルーソー」から考える「新たな日常」 

中村は小説家フランツ・カフカによる独自の解釈に着眼する。カフカは、クルーソーが

生き延びた理由について「島の中のもっとも高い一点、より正確には、もっとも見晴ら

しのきく一点にとどまることをしなかったからだ」と洞察。見晴らしの良い場所から沖

合を通る船を待ち焦がれ、救いを求めて遠くを眺めて暮らしていたら「彼はいち早く、く

たばっていた」とする。 

代わりに主人公は島の地形や植生、そこで暮らすための知恵などを日記や帳簿につけ

る。中村は「新たな『日常』へのたくましい探究心や好奇心が、彼自身を生き長らえさせ

た」と強調。かつ、それを「楽しんだ」ところが重要だという。       



                                                                            

来週からの部活動の運営について 

  

来週から部活動を再開します。６月１日（月）から５日（金）までは部活動準備期間、６月８日（月）

から部活動再開となります。感染拡大防止策をとりながら、内容、方法、活動時間等を工夫して実施して

いきますので、ご協力をよろしくお願いします。 

 

１ 活動日について 

（１） 毎週月・火・木・金の４日間に実施し、原則として毎週水曜日を休養日とします。学校行事等

により、同一週に部活動中止の日がある場合は、その日を休養日に充て、水曜日に部活動を実施

することもあります。 

（２） 土曜、日曜及び祝日等の休日の活動は行いません。 

（３） １年生については、６月１日（月）～６月１２日（金）を仮入部期間とします。正式入部は、

１５日（火）以降となります。 

 

２ 活動時間について 

２，３年生については、６月１日（月）から５日（金）までは１時間程度、８日以降は２時間以内 

とします。１年生については、時間を短縮して実施します。 

 

 【６月１日（月）～５日（金）】 

 ６／１（月） ２（火） ３（水） ４（木） ５（金） 

２、３年生 15：20～16：20 15：20～16：20 活動なし 15：20～16：20 15：05～16：05 

１年生 15：20～16：00 15：20～16：00 活動なし 15：20～16：00 15：05～15：45 

  

 【６月８日（月）～１１日（木）】 

 ６／８（月） ９（火） １０（水） １１（木） １２（金） 

２、３年生 15：20～17：20 15：20～17：20 活動なし 15：20～17：20 活動なし 

１年生 15：20～16：30 15：20～16：30 活動なし 15：20～16：30 活動なし 

 

３ 留意点について 

（１） 練習は、感染症対策や熱中症対策を講じるとともに身体への負荷を考慮しながら行います。 

（２） 発熱等の風邪症状が見られる時は、自宅で休養するよう指導します。 

（３） 体育館で活動する部活動は、混雑を避けるため、ローテーションに基づいて活動するように

します。体育館を使用できない日は、校庭や校舎内での活動となります。 

（４） 対外試合、及び、校外の施設を利用した練習については、当面の間、見合わせます。 

（５） 部活動終了後１５分以内に下校するように指導しますので、送迎が必要な場合の目安にして

ください。 

（６） 部活動への参加については、保護者及び本人の意向を十分に尊重してまいりますので、練習

への参加を希望しない場合は、担任又は顧問までお知らせください。 


